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之 相馬良直 林伸和 
金原出版 2017 

皮膚科の臨床 東京 60-69 

9  菅野祐幸 

血管病変の成因と病理 B.

血管炎 ４．肉芽腫性血管

炎 

日本脈管学会編 日本医学出版 2017 

臨床脈管学 東京 26-27 

10 杉原毅彦 巨細胞性動脈炎 

日本脈管学会 日本医学出版 2017 

臨床脈管学 東京都 316-317 

11 杉原毅彦 巨細胞性動脈炎 

磯部光章 医歯薬出版 2017 

医学のあゆみ 263巻６号 東京都 491-494 

12 髙崎芳成 全身性エリテマトーデス 

根本英一 南山堂 2017 

病気とくすり増刊号 東京 241-245 

13 髙崎芳成 全身性硬化症,その他の膠 藤島一郎 医歯薬出版株式会社 2017 
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原病 疾患別に見る嚥下障害 東京 420-425 

14 田村直人 
全身疾患合併血管炎 悪性

関節リウマチ 

日本脈管学会 日本医学出版 2017 

臨床脈管学 東京 338-339 

15 土屋尚之 
B.血管炎、2. 感受性遺伝

子 

重松宏 日本医学出版 2017 

『臨床脈管学』 東京 21-23 

16 土屋尚之 

全身性エリテマトーデス、

全身性強皮症、ANCA 関連

血管炎. 

櫻井晃洋 メディカル ドゥ 2018 

遺伝子医学MOOK 別冊『シリー

ズ：最新遺伝医学研究と遺伝カ

ウンセリング シリーズ３「最

新多因子遺伝性疾患研究と遺伝

カウンセリング」』 

大阪  

17 土橋浩章 多発血管炎性肉芽腫症 

日本脈管学会 日本医学出版 2017 

臨床脈管学 東京 325-327 

18 中岡良和 高安動脈炎 

日本脈管学会編集 日本医学出版 2017 

臨床脈管学 東京 311-315 

19 長坂憲治 
多発血管炎性肉芽腫症（ウ

ェゲナー肉芽腫症） 

福井次矢、高木誠、小室一成 医学書院 2018 

今日の治療 2018 東京 851-3 

20 長谷川 均 
多発血管炎性肉芽腫症（ウ

ェゲナー肉芽腫症） 

福井次矢、高木誠、小室一成 医学書院 2018 

今日の治療 2018 東京 835-836 

21 
岸部 幹、 

原渕保明 
ANCA 関連血管炎性中耳炎 

小林俊光, 高橋晴雄, 浦野正美

編 
中山書店 2017 

ENT臨床フロンティア，耳鼻咽

喉科 標準治療のためのガイド

ライン活用術 

東京 30－36 

22 坂東政司 

Ⅳ間質性肺炎 第 1章．  

特発性間質性肺炎(IIPs)の  

分類 

川名明彦、江口研二（編） 克誠堂 2017 

呼吸器疾患－          

最新の薬物療法－２ 
東京都 150-157 

23 

鈴木亜衣香、 

坂本 晋、 

本間 栄 

AAV関連肺疾患の臨床像 

市川 智章 メジカルビュー社 2017 

臨床画像 33 東京 
1215-

1220 

24 宮崎龍彦 

第 3章血管病変の成因と病

理、B.血管炎 5. 壊死性

血管炎. 

日本脈管学会 日本医学出版 2017 

臨床脈管学 東京 28-29 

25 宮崎龍彦 
第４章 免疫系，アレルギ

ー 

深山正久 羊土社 2017 

はじめの一歩の病理学 東京 194-218 
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